
（2020年5月21日時点）

4.5倍

IPO 2019年10月25日

IPO 2019年9月20日

7.5倍

27

33

38

49
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スタートアップやD2C企業との 
協業に向け共創投資を 

開始しました 

共創のエコシステムは、丸井グループが単
独で発展することよりも、すべてのステーク
ホルダーが「しあわせ」になれるよう、社会
に開かれたエコシステムを将来世代と一
緒につくっていくというものです。その実現
を担うのが、新たな三位一体のビジネスモ
デル。小売・フィンテックに新たに加わっ
たのが、スタートアップ企業やD2C企業な
どへの共創投資です。これは、協業を通じ
て既存事業とのシナジーを図り、互いに
パートナーとして成長をめざしていくモデル
です。新規事業領域への投資は2023年3
月期までの7年間で合計300億円を予定し
ていますが、現在、累計157億円と順調に
進んでいます。他社のVC（ベンチャーキャ
ピタル）はあくまでもファイナンシャルリ
ターンが目的ですが、丸井グループの共創
投資はどれだけビジョンを共有し、実現で
きるかが重要であると考えています。そこ
が他社との大きな違いです。小売・フィン
テックと連動しながら、「この指とーまれ！」
でともに進化・成長していきたいと考えて
います。

共創企業とのコラボレーションで、 
社会課題の解決とビジネスを 

両立させます

共創投資先とのコラボレーションは、エポ
スカードの成長はもちろん、新たなフィン
テック事業を成長させるために重要になる
と考えています。今後の世の中の変化を踏
まえた先進的な取り組みをしている企業と
の提携ですから、そこから得られる価値は、
仮に今は小さくても、将来大きく花開くと期
待しています。例えば、みんな電力さまとの
協業では、エポスカード会員アンケートで
利用意向の高かった再エネ電力への申し
込みが、カードデータとの連携により簡単
にできるようになりました。これをしっかり
とアピールし、日本全体に環境問題に対す
る関心が集まる機運を高められるよう、お
役に立ちたいと思っています。こうした取り
組みは、ただ単に社会貢献をするだけでは
なく、エポスカードで決済していただくもの
なので、その輪が広がれば収益面でのリ
ターンも大いにあります。社会課題の解決
とビジネスを両立させるという視点で、常
にお客さまにとって利便性の高い新サービ
スを考えていきます。

D2Cブランドと共に、 
将来世代に向けた 

新しいビジネスを創ります

人口減少、消費低迷等により小売が業態
として非常に厳しい環境にあると世間から
はとらえられています。しかし、私はそんな
ことはないと思っています。確かに大量生
産・大量消費のモノやサービスの需要は
縮小していくでしょう。ですが、既存のビジ
ネスモデルがもはや通用しなくなっていく
一方で、自分らしくありたいという気持ち
に寄り添うパーソナライズのニーズは、将
来世代を中心に加速度的に拡大していま
す。自分らしく豊かに、しあわせになりたい
という気持ちに対応するビジネスモデルが
できれば、小売には非常に明るい未来があ
るのではないかと思います。そのカギとな
るプレイヤーがD2Cブランドです。欧米の
D2Cブランドと出店交渉した際、まさに将
来世代の人たちが志向するサステナブル
な世界観を実感しました。オンライン中心
で運営している彼らには、実店舗や接客ス
キルというリソースがありません。それらを
丸井が補完することで、将来世代に向けた
新しいビジネスを創造していくことができ
ると確信しています。

2017年3月期

4億円
1社

2018年3月期

6億円

2社

60億円

6社

2019年3月期

87億円

13社

2020年3月期

青木 正久
取締役 上席執行役員 共創投資部長 
ディーツーシーアンドカンパニー（株） 取締役

斎藤 義則
常務執行役員 フィンテック事業担当 
（株）エポスカード 代表取締役社長 
（株）エムアールアイ債権回収 取締役

青野 真博
上席執行役員 
（株）丸井 代表取締役社長 
（株）エイムクリエイツ 取締役

共創投資の投資哲学

丸井グループでは2016年からの4年間で、アニメ事業や証券事業の立ち上げ、シェアリングエコノミーに対応した
新規事業の開発、長期ビジョンの実現に向けたサステナビリティ企業やファイナンシャル・インクルージョン企業
への投資など、さまざまな成長投資を行ってきました。中でも、ベンチャー企業への出資・協業は、投資に関する 
ノウハウの取得と人材の育成に合わせて慎重に行ってきた種まきが、ついに共創投資として実現したものです。
　共創投資を本格化するため、2020年1月にD2C&Co.（株）を立ち上げ、丸井グループ内の共創投資部と連携
することで、共創のエコシステムの構築をめざします。共創投資の目的は、投資リターンだけではなく、「しあわ
せ」な未来を共創するパートナーとしてシナジーを生み出すことです。そのため投資先の選定では、ビジョンの
実現性や将来性、協業シナジーを軸に絞り込んでいます。

　新規事業領域への投資は、4年間の累計で157億円。その中のベンチャー投資については、投資先が20

社、投資額は71億円となり、直近の時価で試算した全体のIRR*1（内部収益率）はコロナ危機にもかかわらず

34%と、社内で定めた投資基準の10%を上回っています。
*1  IRR：保有する有価証券のうち、対象とする銘柄につき直近調達時価格、上場株は各会計期末時点で売却したものと仮定し算出

共創のエコシステム [ 事業編 ]

投資実績の推移（ベンチャー・その他）
̶̶ ベンチャーへの投資社数
̶̶ ベンチャーへの投資額
̶̶ その他への投資額

2
4

ベンチャーへの 
投資

累計投資社数 
20社*2

累計投資額 
71億円

累計投資額 
157億円

新規事業領域の状況

tsumiki証券（株）
D2C&Co.（株）

19億円
16億円

ベンチャー 71億円

ファンド 51億円

1.1倍超 4社

1倍～ 14社

IRR 34%累計157億円

1倍未満

投資先20社の状況
投資時と直近調達時の株価比較

2020年3月期　投資状況

*2 別年度で同一会社への投資があるため、各年度の投資社数と累計投資社数は一致しません。

34 35

小売 共創投資 フィンテック


